
福岡県のMaaSの取組について

資料４

MaaS（マース：Mobility as a Service）とは

・ 交通DXの一つ。

・ バス、鉄道、タクシー、シェアサイクル等の様々な

移動手段を最適に組み合わせ、検索・予約・決済

を一括で提供するサービス。

・ 目的地におけるサービス(観光施設、飲食店等)と

の連携により、移動の利便性向上や観光振興にも

資する移動需要創出のための手段。

国土交通省「日本版MaaSの推進」より
https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/japanmaas/promotion/
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MaaSプラットフォームによるデータ利活⽤
データに基づく政策⽴案（EBPM）

計画策定の効率・⾼度化 交通事業の最適化 他分野・⺠間における活⽤展開

新たなモビリティ（AIオンデマンド）交通情報のオープンデータ化 MaaS導入

子どもから⾼齢者まで、だれもが
⾏きたいときに、⾏きたい場所へ、
快適に移動できる社会

空気ではなく、笑顔と喜びを運び、
地域の活気を呼び起こす、官⺠
共創でデザインする社会

新しいことにチャレンジし、分野
横断的な地域課題を解決する
持続可能で豊かな社会

取組の全体像

運営体制

福岡県MaaS実行委員会
【県内のMaaSの取組について情報共有や意見聴取し、全体方針を決定する場】
＜構成員＞学識者、県、交通事業者、県観光連盟、九州運輸局、九州観光機構等

福岡県MaaS実行委員会 幹事会
【MaaS実証実験やデータ利活用の方針について検討する場】

＜構成員＞県、交通事業者、県観光連盟等

久留米エリア
MaaS検討会議

有明エリア
MaaS検討会議

日田彦山線BRT沿線エリア
MaaS検討会議

【MaaS実証実験を実施する場】
＜構成員＞市町村、西鉄、JR、地元の交通・観光事業者等 ＜事務局＞県

＜目指すもの＞
県内及び県外からの移動者のニーズに対して最適な移動手段を切れ目なくつなぎ、持続可能で
多様かつ質の⾼い地域公共交通の実現、地域活性化を図る。

連携 連携 連携
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